
別紙 2-２     
『テーブル６Ａ』 （UPTD:722 ～1,152） 

１） 適応 
・ 1.8Kg/cm2G（0.18MPa）-20 分の酸素呼吸時には反応が見られないが、5Kg/cm2G

（0.5MPaに加圧後 30 分以内に完全に症状が消失する動脈空気塞栓症 
・ 潜水減圧を無視あるいは省略し発症した減圧症、及び深度 18 ㍍（1.8Kg/cm2G）以上

からの緊急浮上で発症した減圧症 
２） 加圧速度: 0.6Kg/cm2/分 
３） 減圧速度: 5.0Kg/cm2Gから 1.8Kg/cm2Gまでは 0.09Kg/cm2/分以下、1.8Kg/cm2G以下は、

0.03Kg/cm2/分以下とする 
減圧速度に遅れが生じた場合には、時間補正の必要がない、減圧速度が速すぎる場合に
は、上昇を一時停止して時間補正を行う必要がある 

４） 治療圧における減圧停止時間には加圧時間を含まない 
５） 治療表は最初の 1.8Kg/cm2Gへの加圧時から開始となる 
６） 治療圧が 1.8Kg/cm2Gより低い圧において、中枢神経系酸素中毒のため酸素呼吸が中断

された場合は、症状消失後 15 分後から酸素呼吸が再開できる。この場合は、治療中断
点から治療を再開することになる。 

７） 1.8Kg/cm2Gにおいては、酸素 20 分呼吸、空気 5 分呼吸を 1 サイクルとする間歇的酸
素呼吸を行う。1.8Kg/cm2Gでは２サイクルまで延長できる 

８） 0.9Kg/cm2G(0.09MPa)においては酸素 60 分呼吸、空気 15 分呼吸を 1 サイクルとする
間歇的酸素呼吸を行う。0.9Kg/cm2Gでは、２サイクルまで延長できる。 

９） 延長を行わなかった場合、あるいは延長をいずれかの治療圧で１回のみ行った場合に
は、テンダーは 0.9Kg/cm2Gの最後の 60 分間、引き続く大気圧まで酸素吸入を行う。 
延長が２回以上実施した場合は、0.9Kg/cm2Gでの酸素呼吸を 90 分に延長する。仮に
テンダーが治療前 12 時間以内に高圧環境に暴露されていた場合は、0.9Kg/cm2Gの酸
素呼吸をさらに 60 分に延長する 
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